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ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
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ウ
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年
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か
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ぼ
る
旅
へ
（
イ
ギ
リ
ス
）

皆様のヨーロッパ生活を応援する NX（NIPPON EXPRESS）の会報誌
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世界で活躍される皆さまに、日本の規定に
合った健診を安心して受けていただける
医療機関です。日本に帰ることなく受けら
れる健康診断で早期発見、早期治療を。

お問い合わせはメールまたはお電話にてお気軽にどうぞ

健康診断のお申し込みは www.japangreen.co.uk から

tel. +44(0)20 7330 1750    email. checkup@japangreen.co.uk

＜電話受付時間＞ 月～金 9：00～17：00、土・日・祝 9：00～16：00　※健康診断の電話受付は平日のみ

10 Throgmorton Avenue, London EC2N 2DL UK （最寄駅： Moorgate、Liverpool Street、Bank）

ロ
ン
ド
ン
で
健
康
診
断
を

受
け
ま
せ
ん
か
？

ヨーロッパで最大手の日系医療機関
日本を感じさせる安心の施設環境

お問い合わせから結果説明まで日本語対応
土曜日午前中の健診も受付

＜健康診断コース＞ ◎オプション
婦人科検診、乳がん検診、ピロリ菌検査、超音波
検査、その他の検査についてはお問い合わせ
ください。

◎お子様コース
未就学児（２歳以上）、
小学生以上を対象と
した2コース。

◎大人コース
日本の健康保険組合「労働安全
衛生法」によって定められている
定期健康診断の内容に準じた
基本コースや、生活習慣病や各種
がんなど疾病の早期発見を目的
とした3コース。

＜コース料金＞

コンパクトコース  £310~
スタンダードコース  £530~ 
エグゼクティブコース  £825~ 
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発行者：NX欧州
【掲載記事および広告掲載に関するお問い合わせ】  編集・制作  A Concept Limited   e-mail: HLC@a-concept.co.uk
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内容をご利用されて生じた損失やダメージに関しては、発行者および編集者は一切の責任を負いませんのであらかじめご了承ください。

NX 欧州 Heartliner Club 事務局
総合問い合わせ先：

（国番号）　49 (0)211 90495 0
ご住所の変更や購読中止など、購読についてのご連絡は、 
裏表紙にあるお住まいの地域の支店までご連絡ください。
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表紙：ビクトリアン・タウンをのどかに歩く少年と馬
写真：© Ironbridge Gorge Museum Trust

04 Travel

ビクトリアン・タウンで
時を150年さかのぼる旅へ〈イギリス〉

08 Europe Now

私の国が発祥地
ベルギー l 「フリッツ（フレンチフライ）」

ドイツ l 「近代印刷技術の基礎、活版印刷」

スペイン l 「チュッパチャプス」

イタリア l 「ジーンズ」

トルコ l 「シンバル」

13 Wine

今月の1本
クレイン・コンスタンシア ヴァン・ド・コンスタンス（白、極甘口）

14 Healthy Life

なるほど！ヘルシーライフ
季節の記憶と香り

15 What is this?

これって何ですか？
冬スイカ／ジジェリーヌ
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United Kingodm

ビクトリアン・タウンで 
時を150年さかのぼる旅へ
イギリス中部シュロップシャーにある「ブリスツ・ヒル・ビクトリアン・タウン」は、ビクトリア時代の
街並みを再現した野外博物館。立ち並ぶ店を見て回り、工場を見学し、道ゆく「ビクトリア時代人」と	
語らうことを通して、産業革命の中心地の一つだったこの地方の人々の19世紀の暮らしを追体験できる。
しばしスマホから離れて、ノスタルジーを感じる世界に浸ってみてはいかがだろうか。

シュロップシャーシュロップシャー

Shropshire1
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タ
イ
ム
マ
シ
ン
で
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
へ

タ
イ
ム
マ
シ
ン
に
乗
っ
て
、
行
き
先
を
「
1
5
0

年
前
の
イ
ギ
リ
ス
」
に
設
定
し
た
な
ら
、
行
き
つ
く

先
は
き
っ
と
こ
ん
な
場
所
だ
ろ
う
。
古
め
か
し
い
レ

ン
ガ
の
建
物
が
軒
を
連
ね
、
建
物
の
前
に
は
シ
ャ
ー	

ロ
ッ
ク
・
ホ
ー
ム
ズ
の
本
の
挿
絵
に
出
て
き
そ
う
な
ガ

ス
燈
が
立
ち
、
ボ
ウ
ラ
ー
ハ
ッ
ト
の
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン

と
地
面
ま
で
届
く
長
い
ス
カ
ー
ト
の
レ
デ
ィ
た
ち
が
通

り
を
行
き
交
う
。
時
折
、
ゴ
ト
ゴ
ト
と
音
を
立
て
て
荷

馬
車
も
通
る
。

「
ブ
リ
ス
ツ
・
ヒ
ル
・
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
」

は
、
鉱
山
と
重
工
業
の
街
と
し
て
産
業
革
命
に
貢
献
し

た
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
ー
、
テ
ル
フ
ォ
ー
ド
の
広
大
な
敷

地
の
中
に
し
つ
ら
え
ら
れ
て
い
る
。
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代

の
中
で
も
、
特
に
19
世
紀
後
半
に
焦
点
を
当
て
た
街
づ

く
り
が
な
さ
れ
、
昔
の
店
舗
か
ら
工
場
、
学
校
、
遊
園

地
ま
で
そ
ろ
う
。
大
人
も
子
ど
も
も
楽
し
め
る
野
外
博

物
館
と
し
て
人
気
が
高
い
。

イ
ギ
リ
ス
が
栄
華
を
き
わ
め
た
時
代

見
学
を
始
め
る
前
に
、
同
タ
ウ
ン
の
テ
ー
マ
で
あ
る

ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
が
ど
ん
な
時
代
だ
っ
た
の
か
を
簡
単

に
振
り
返
っ
て
み
よ
う
。

時
は
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
が
国
を
治
め
た
1
8
3
7
年

か
ら
1
9
0
1
年
ま
で
。
中
で
も
、
1
8
4
0
～
70
年	

代
に
イ
ギ
リ
ス
は
産
業
革
命
で
培
っ
た
圧
倒
的
な
工
業

力
と
軍
事
力
を
背
景
に
、
イ
ン
ド
や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ

カ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
植
民
地
政
策
を
推
し
進

め
、
大
英
帝
国
を
確
立
さ
せ
て
世
界
経
済
の
頂
点
に

立
っ
た
。
そ
の
強
引
な
攻
勢
は
現
代
で
は
歴
史
的
な
反

省
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
が
、
当
時
の
イ
ギ
リ
ス
は
強

権
を
振
り
か
ざ
し
て
世
界
を
支
配
し
、
国
と
し
て
の
黄

金
時
代
を
築
い
た
の
だ
っ
た
。

国
内
的
に
は
工
業
が
一
層
発
達
し
、
鉄
道
網
に
よ

り
イ
ン
フ
ラ
が
整
備
さ
れ
、
国
全
体
の
都
市
化
が
進
ん	

だ
。
1
8
5
1
年
に
は
ロ
ン
ド
ン
で
世
界
初
の
万
国

博
覧
会
が
行
わ
れ
、
人
々
の
目
が
外
に
開
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
1
8
5
9
年
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー	

ウ
ィ
ン
の
『
種
の
起
源
』
が
出
版
さ
れ
、
科
学
が
従
来

の
キ
リ
ス
ト
教
的
世
界
観
に
取
っ
て
代
わ
る
き
っ
か
け

と
な
っ
た
。
ま
た
、
教
育
や
医
療
の
進
歩
に
よ
り
人
々

の
生
活
の
質
が
向
上
。
労
働
者
階
級
の
生
活
は
ま
だ
厳

し
か
っ
た
が
多
少
の
ゆ
と
り
も
で
き
、
一
部
の
庶
民
は

レ
ジ
ャ
ー
を
楽
し
ん
だ
り
、
観
光
旅
行
に
出
か
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
、
イ
ギ
リ
ス
社

会
は
急
速
な
近
代
化
へ
の
道
を
歩
ん
で
い
た
の
だ
。

ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
の 

華
や
か
な
表
通
り

上
述
し
た
時
代
背
景
を
踏
ま
え
た
上
で
、
ビ
ク
ト

リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
の
表
通
り
を
歩
い
て
み
よ
う
。
怒

濤
の
変
化
の
時
代
で
は
あ
っ
た
が
、
ま
だ
自
動
車
さ

え
普
及
し
て
い
な
い
時
代
の
街
の
様
子
は
、
現
代
と

比
べ
て
実
に
の
ん
び
り
し
て
い
る
。

1 タウン内ではビクトリ
ア時代の人々に扮したス
タッフやボランティアが
大活躍　2 再現されたビ
クトリア時代の街並み　3 
食品雑貨店の外観　写真：
1 © Ironbridge Gorge 
Mu se um Trust、2・3 © 
清水晶子

2

3

NXオランダアムステルダム引越センター 　AMSTERDAM REMOVAL CENTER: CONTOUR AVENUE 31, 2133 LD HOOFDDORP 

Tel: +31 (0)20-500-5200　Fax: +31(0)20-500-5210　Web: www.nipponexpress.com/moving/nl　E-mail: NENL-Removals@nipponexpress.com

オランダ税関からも認められました。

海外引越、国内引越、欧州内引越、事務所移転、ジェットパック、シーパック
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家
庭
生
活
が
重
視
さ
れ
た
ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
に
は
、

柔
ら
か
な
色
合
い
や
、
優
し
い
曲
線
の
デ
ザ
イ
ン
が
流

行
し
、
そ
れ
が
店
構
え
や
商
品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
反

映
さ
れ
て
い
る
。
食
品
雑
貨
店
に
入
っ
て
み
る
と
、
流

麗
な
書
体
で
飾
ら
れ
た
紅
茶
缶
や
、
明
る
い
色
の
果
物

柄
の
ラ
ベ
ル
の
付
い
た
ジ
ャ
ム
瓶
が
並
び
、
ビ
ス
ケ
ッ

ト
缶
に
は
芸
術
作
品
の
よ
う
な
花
や
風
景
が
描
か
れ
て

い
る
。
ど
の
製
品
も
容
器
の
デ
ザ
イ
ン
が
凝
っ
て
い
て

見
飽
き
る
こ
と
が
な
い
。

こ
の
時
代
、
製
造
技
術
や
印
刷
技
術
の
向
上
に
伴	

い
、
製
品
を
魅
力
的
に
見
せ
る
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・
デ
ザ
イ

ン
が
大
き
く
発
達
し
た
。
高
度
に
装
飾
的
な
意
匠
は
デ

ザ
イ
ン
史
の
中
で
も
評
価
が
高
く
、
今
で
は
お
菓
子
の

容
器
類
が
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
市
場
で
高
額
で
取
り
引
き
さ

れ
る
ほ
ど
だ
。

生
地
・
洋
装
店
に
は
、
プ
リ
ン
ト
柄
の
布
地
、
リ
ボ

ン
、
レ
ー
ス
な
ど
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に

欠
か
せ
な
い
ア
イ
テ
ム
が
そ
ろ
う
。
ケ
イ
ト
・
グ
リ
ー

ナ
ウ
ェ
イ
の
イ
ラ
ス
ト
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な
か
わ

い
ら
し
い
子
ど
も
服
も
あ
る
。

自
転
車
店
に
は
、
前
輪
が
大
き
く
後
輪
が
小
さ
い
、

こ
の
時
代
特
有
の
ペ
ニ
ー
・
フ
ァ
ー
ジ
ン
グ
が
置
か
れ

て
い
る
。
ど
の
店
も
古
き
良
き
時
代
感
に
あ
ふ
れ
て
い

て
、
つ
い
夢
中
に
な
っ
て
し
ま
う
。

ラ
ン
チ
に
は
イ
ギ
リ
ス
名
物 

フ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
を

ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に
は
、イ
ギ
リ
ス
名
物
フ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ア
ン
ド
・
チ
ッ
プ
ス
に
ト
ラ
イ
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
す
る
。
運
河
沿
い
の
道
を
歩
き
な
が
ら
、
少
し
お
行

儀
は
悪
い
が
手
づ
か
み
で
食
べ
て
み
る
の
も
い
い
。
ビ

ク
ト
リ
ア
時
代
の
製
法
で
揚
げ
ら
れ
た
サ
ク
サ
ク
の
魚

と
ポ
テ
ト
は
、
き
っ
と
現
代
人
も
お
気
に
召
す
は
ず
。

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
に
は
、
ス
イ
ー
ツ
・
シ
ョ
ッ
プ
で
パ

ス
テ
ル
カ
ラ
ー
の
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
を
量
り
売
り
し
て
も

ら
う
の
も
い
い
。

甘
い
も
の
で
満
足
し
た
後
は
、
郵
便
局
と
写
真
館
に

も
寄
っ
て
み
た
い
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
1
8
4
0
年
に

世
界
初
の
切
手
ペ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ッ
ク
が
発
行
さ
れ
、
ビ

ク
ト
リ
ア
時
代
に
は
手
紙
の
や
り
取
り
が
盛
ん
に
行
わ

れ
て
い
た
こ
と
や
、
す
で
に
相
当
の
写
真
術
が
発
達
し

て
い
た
こ
と
を
身
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
。
写
真
館
で

は
当
時
の
衣
装
を
身
に
着
け
、
昔
の
「
写
真
機
」
で
記

念
撮
影
し
て
も
ら
え
る
の
で
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
よ
う
。

歩
き
疲
れ
た
ら
パ
ブ
で
一
杯
。
こ
こ
で
は
ピ
ア
ノ
に

合
わ
せ
て
皆
で
合
唱
す
る
、
現
代
の
パ
ブ
で
は
あ
ま
り

見
ら
れ
な
い
習
慣
が
あ
り
、
と
び
き
り
陽
気
な
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

華
や
か
な
表
通
り
を
支
え
る
工
業
地
帯

奥
へ
進
む
と
、
表
通
り
の
フ
ァ
ン
シ
ー
な
店
々
と
は

打
っ
て
変
わ
っ
た
工
業
地
帯
の
景
観
が
現
わ
れ
る
。
運

河
に
沿
っ
て
溶
鉱
炉
と
工
場
群
が
連
な
り
、
鉱
坑
の
入

口
に
は
巨
大
な
巻
き
揚
げ
機
が
見
え
る
。
重
厚
な
構
え

の
製
鉄
所
や
重
機
械
商
な
ど
も
あ
り
、
製
鉄
所
で
は
、

ビ
ク
ト
リ
ア
時
代
の
職
人
に
扮
し
た
ス
タ
ッ
フ
が
、
溶

け
た
鉄
を
型
に
注
ぐ
製
鉄
作
業
を
実
演
し
て
く
れ
る
。

ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
を
囲
む
山
あ
い
の
峡
谷
は

鉱
物
資
源
が
豊
か
な
土
地
で
、
鉄
の
原
料
に
な
る
鉄
鉱

石
が
産
業
革
命
を
支
え
た
他
、
石
灰
石
か
ら
建
材
の
漆

喰
が
作
ら
れ
、
粘
土
か
ら
は
陶
器
や
タ
イ
ル
が
製
造
さ

れ
た
。
同
タ
ウ
ン
内
に
は
漆
喰
細
工
の
工
房
も
あ
る
。

こ
う
し
た
設
備
を
目
に
す
る
と
、
重
工
業
、
製
造
業

が
あ
っ
て
こ
そ
表
通
り
の
美
し
い
店
々
が
成
り
立
つ
産

業
構
造
が
よ
く
見
え
て
く
る
。

溶
鉱
炉
と
工
場
の
い
く
つ
か
は
、
元
か
ら
実
際
に
こ

の
土
地
に
あ
っ
た
も
の
で
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
表
通

り
の
華
や
か
さ
よ
り
、
こ
ち
ら
の
方
が
重
工
業
を
発
展

さ
せ
て
き
た
こ
の
地
方
の
素
顔
に
近
い
。
1
9
6
0
年

代
に
起
こ
っ
た
産
業
遺
産
保
存
運
動
に
後
押
し
さ
れ

て
、
既
存
の
工
業
施
設
に
表
通
り
の
商
店
街
を
追
加
し

て
出
来
上
が
っ
た
の
が
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
だ
。

1
9
7
3
年
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
少
し
ず
つ
見
学
施

設
が
増
え
続
け
、
年
々
充
実
度
が
増
し
て
い
る
。

後
か
ら
追
加
さ
れ
た
ど
の
建
物
も
、
近
隣
の
ビ
ク
ト

リ
ア
時
代
の
店
を
そ
の
ま
ま
移
築
し
た
り
、
写
真
資
料

を
駆
使
し
て
同
時
代
の
建
材
を
使
っ
て
新
設
し
た
も
の

で
、
で
き
る
限
り
史
実
に
忠
実
な
街
を
再
現
し
よ
う
と

す
る
努
力
が
読
み
取
れ
る
。

さ
ら
に
奥
へ
進
む
と
、
広
場
に
設
置
さ
れ
た
レ
ト
ロ

な
遊
園
地
が
、
そ
し
て
森
を
抜
け
た
と
こ
ろ
に
は
「
ア

ウ
ト
ド
ア
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も

お
子
さ
ま
天
国
。
カ
ラ
フ
ル
な
フ
ェ
ア
ー
グ
ラ
ウ
ン	

ド
・
ペ
イ
ン
ト
で
彩
ら
れ
た
乗
り
物
か
ら
、
子
ど
も
た

ち
の
は
じ
け
る
よ
う
な
歓
声
が
聞
こ
え
て
く
る
。

冬
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
の
祝
祭
、
夏
に
は
昔
の
ビ
ー
チ

リ
ゾ
ー
ト
の
再
現
、
秋
に
は
花
火
大
会
と
、
季
節
に
合

5

4

6
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わ
せ
た
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
用
意
さ
れ
て
い
る
の

で
、事
前
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
調
べ
て
か
ら
出
か
け
た
い
。

ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
峡
谷
の 

10
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
群

1
9
6
0
～
70
年
代
に
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン

が
建
設
さ
れ
た
の
と
同
時
期
に
、
こ
の
地
の
産
業
を
紹

介
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
が
建
設
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

今
で
は
ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
を
含
め
、「
鉄
」「
陶	

器
」「
タ
イ
ル
」「
パ
イ
プ
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
計

10
館
が
完
成
し
て
い
る
。
中
で
も
、
18
世
紀
に
で
き
た

世
界
初
の
鉄
の
橋
と
そ
の
料
金
徴
収
所
「
ア
イ
ア
ン
ブ

リ
ッ
ジ
・
ア
ン
ド
・
ト
ー
ル
ハ
ウ
ス
」
は
、
産
業
革
命

を
象
徴
す
る
輝
か
し
い
建
造
物
と
し
て
注
目
度
が
高

く
、
世
界
中
か
ら
見
学
者
が
訪
れ
る
。

こ
の
架
橋
と
同
時
に
、
山
河
あ
り
谷
あ
り
の
こ
の
エ

リ
ア
一
帯
が
ア
イ
ア
ン
ブ
リ
ッ
ジ
峡
谷
と
呼
ば
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
1
9
8
6
年
に
は
、
産
業
革

命
の
歴
史
が
よ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、

10
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
を
含
む
峡
谷
全
体
が
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
群
は
、
自
然
豊
か
な
広
大
な
エ
リ
ア

に
散
在
し
て
い
る
た
め
、
車
を
使
わ
な
い
と
見
て
回
る

の
が
大
変
だ
が
、
ど
れ
も
大
規
模
か
つ
見
ど
こ
ろ
が
多

く
、
訪
れ
る
価
値
は
充
分
に
あ
る
。
日
数
が
か
な
り
限

定
さ
れ
て
は
い
る
が
、
夏
の
週
末
に
は
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

間
を
つ
な
ぐ
臨
時
バ
ス
が
運
行
す
る
の
で
、
日
程
を
調

べ
て
利
用
す
る
の
も
良
い
だ
ろ
う
。

ビ
ク
ト
リ
ア
ン
・
タ
ウ
ン
を
１
日
が
か
り

で
楽
し
む
も
良
し
、
何
日
か
か
け
て
周
辺
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ま
で
足
を
延
ば
す
も
良
し
。

ど
ち
ら
を
選
ん
で
も
、
繊
細
で
精
緻
な
ビ
ク

ト
リ
ア
ン
・
カ
ル
チ
ャ
ー
と
、
産
業
革
命
の

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
息
吹
き
の
両
方
を
感
じ
る

こ
と
の
で
き
る
旅
に
な
る
だ
ろ
う
。

	

（
清
水	

晶
子
）

●	ブリスツ・ヒル・ビクトリアン・タウン	
www.ironbridge.org.uk

4 ビクトリア時代の自転車ペニー・ファージ
ング　5 食品雑貨店の店内に飾られた美しい
デザインの紅茶缶　6 イギリス名物、揚げた
てのフィッシュ・アンド・チップスはいか 
が？　7 ビクトリアン・タウンの敷地奥に 
広がる工業地帯　8 クリスマス・イベントの
様子　9 鋳造所を示す標識　10 1779 年に
建設された世界初の鉄の橋アイアンブリッジ 
写真：4・5・9 © 清水晶子、6・7・8・10 
© Iron bridge Gorge Museum Trust

78

10

9
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私の国が発祥地

Nippon Express Belgium N.V.
NXベルギー

www.nipponexpress.com/moving/be
TEL +32 (0)2 751 7814  FAX +32 (0)2 751 9246
E-MAIL: NEBE-removal@nipponexpress.com 
Bedrijvenzone Machelen Cargo 738/1
1830 Machelen, Belgium

引越は私たちにお任せください。

ベルギー海外引越
お問い合わせは下記までどうぞ

「
ベ
ル
ギ
ー
人
の
赤
ち
ゃ
ん
の
哺

乳
瓶
に
は
、
ミ
ル
ク
で
な
く
フ
リ
ッ

ツ
が
入
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
る
ほ

ど
、「
フ
リ
ッ
ツ
」
は
ベ
ル
ギ
ー
で

愛
さ
れ
て
い
る
国
民
食
だ
。

一
般
的
に
、
ポ
テ
ト
は
肉
や
魚
の

付
け
合
わ
せ
と
し
て
食
さ
れ
る
が
、

単
独
で
立
派
な
一
食
に
な
る
の
が
ベ

ル
ギ
ー
風
。
ラ
ン
チ
や
夕
食
に
、
専

門
の
露
店
「
フ
リ
ッ
ツ
コ
ッ
ト
」
へ

足
を
運
ぶ
。
そ
の
数
な
ん
と
大
小
合

わ
せ
て
約
5
0
0
0
店
に
も
及
ぶ
。

初
め
て
登
場
し
た
19
世
紀
半
ば
に
は

移
動
遊
園
地
と
共
に
移
動
し
て
い
た

が
、
そ
の
う
ち
路
上
に
小
屋
を
建
て

て
営
業
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

フ
リ
ッ
ツ
の
発
祥
地
は
ム
ー
ズ
川

沿
い
の
ナ
ミ
ュ
ー
ル
近
辺
。
こ
の
辺

り
で
は
細
長
く
切
っ
た
川
魚
を
揚
げ

た
も
の
が
名
物
料
理
だ
が
、
川
が
凍

る
冬
に
は
魚
が
捕
れ
な
い
た
め
、
そ

の
代
用
と
し
て
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
魚
に

見
立
て
て
揚
げ
た
と
い
う
わ
け
だ
。

ベ
ル
ギ
ー
の
フ
リ
ッ
ツ
が
お
い
し

い
理
由
は
、
イ
モ
の
種
類
、
揚
げ
る

油
と
揚
げ
方
に
あ
る
。
ジ
ャ
ガ
イ
モ

は
大
き
く
て
粉
っ
ぽ
い
果
肉
の
「
ビ

ン
チ
ュ
」。
揚
げ
油
は
熱
に
強
い
上

油
切
れ
も
よ
く
、
素
材
に
コ
ク
と
う

ま
み
、
香
ば
し
さ
を
与
え
る
牛
脂
。

2
度
揚
げ
が
必
須
だ
。
1
5
0
度
の

油
で
中
ま
で
火
が
通
る
よ
う
ゆ
っ
く

り
揚
げ
、
冷
ま
し
て
お
く
。
食
前
に

再
度
1
8
0
度
の
油
で
揚
げ
、
外
が 

カ
リ
ッ
と
黄
金
色
に
な
っ
た
ら
出
来

上
が
り
。
塩
を
振
る
か
マ
ヨ
ネ
ー
ズ

な
ど
を
付
け
て
、
熱
々
を
食
べ
る
。

人
気
投
票
の
移
動
フ
リ
ッ
ツ
コ
ッ

ト
部
門
で
は
、
老
舗
「
デ
・
コ
ル
テ
」

が
王
者
に
選
ば
れ
た
。（
宮
崎 

真
紀
）

［ ベルギー ］

外はカリッ、中はほっこりの黄金色に輝くフリッツ

フリッツ（フレンチフライ）

Belgium
1 カリッと揚がった黄金色に輝くフリッツ　2 街角のフリッツ店の看
板。フリッツはこのように紙のコーンに入って提供される　3 移動フ
リッツコットの王者「デ・コルテ」。1892 年開業の老舗店　4 いつ行っ
ても長蛇の列ができている「メゾン・アントワンヌ」。学校帰りの子ど
もたちや警官も小腹を満たしに立ち寄る　写真：© MakiMiyazaki
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私の国が発祥地

ドイツ・
北欧・中東欧
にお住まいの方

対象

上手な引越のコツは早めのご準備そして引越説明会への参加です。お気軽にご参加ください。

平素より大変お世話になっております。

2023年度より、従来の国内外の引越業務に

加えて、パートナー会社と共に、ドイツ国内に

おけるリロケーション業務（ビザ及び滞在

許可証取得や生活立ち上げサポート等）、及び

家具リースサービスもご提供しております。

皆様からのお問い合せを、心よりお待ちして

おります。どうぞ宜しくお願い申し上げます。

開催日

参加方法

申込方法

2025 年1月15日（水） 午前9時30分～10時30分終了予定

Microsoft Teams 参加申込みをいただいた方には後日リンクをお送りいたします。
（プレゼンテーションがありますので、パソコンまたはタブレットでのご参加をお勧めいたします）

右にあるQRコードよりお申込みください。
※ドイツ以外の方はインターネットからお申込み願います。

お申込み窓口（共通） で検索ください。https://www.nipponexpress.com/moving/de/NIPPON EXPRESS 国名

1
4
4
0
年
頃
に
活
版
印
刷
技
術

を
発
明
・
実
用
化
し
、
印
刷
術
の
基

礎
を
確
立
し
た
、
マ
イ
ン
ツ
出
身
の

金
細
工
師
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ

ル
ク
。
ド
イ
ツ
で
古
く
か
ら
使
わ
れ

て
い
た
ブ
ド
ウ
の
絞
り
機
を
ヒ
ン
ト

に
、
ね
じ
方
式
で
上
か
ら
押
圧
す
る

仕
組
み
の
印
刷
機
を
設
計
。
可
動
式

の
活
字
を
作
り
、
レ
ー
ル
の
上
に
置

い
て
色
を
塗
っ
た
後
、
一
枚
の
紙
を

上
に
置
き
、
機
械
で
押
し
付
け
た
。

こ
う
し
て
平
圧
式
の
凸
版
印
刷
機
が

誕
生
し
、
大
量
印
刷
を
効
率
化
し
た
。

グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
に
よ
る
初
の

印
刷
物
は
、
1
4
5
5
年
頃
に
出
版

さ
れ
た
『
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
聖
書
』。

中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
主
に
キ
リ

ス
ト
教
関
係
の
書
物
が
手
作
業
で
筆

写
さ
れ
て
い
た
が
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・

ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
と
共
に
、
活

版
印
刷
が
言
語
と
文
字
へ
の
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
の
手
段
を
生
ん
だ
。

1
5
2
2
年
に
は
ル
タ
ー
に
よ
る
ド

イ
ツ
語
版
『
新
約
聖
書
』
が
ヴ
ィ
ッ

テ
ン
ベ
ル
ク
で
出
版
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
書
物
は
、
人
々
の
知
識

欲
を
満
た
し
情
報
を
広
め
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
お
け
る
文
芸
復
興
や
宗
教
改
革
、

近
世
社
会
の
到
来
に
大
き
く
貢
献
し

た
。
詩
篇
や
免
罪
符
を
手
掛
け
る
中

で
活
版
技
術
を
習
得
し
た
グ
ー
テ
ン

ベ
ル
ク
が
、
集
大
成
と
し
て
印
刷
し

た
『
42
行
聖
書
』『
36
行
聖
書
』
な
ど 

は
、
印
刷
の
歴
史
上
、
大
変
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
る
。
マ
イ
ン
ツ
旧

市
街
に
あ
る
「
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
博

物
館
」
で
は
、
世
界
で
最
初
に
印
刷

さ
れ
た
2
冊
の
聖
書
の
他
、
印
刷
機

器
と
印
刷
物
の
例
が
閲
覧
で
き
る
。

 

（
シ
ュ
ピ
ッ
ツ
ナ
ー
ゲ
ル 
典
子
）

［ ドイツ ］

世界を変えたドイツの発明

近代印刷技術の基礎、活版印刷

Germany
1 グーテンベルク博物館に展示さ
れた印刷機　2 『グーテンベルク聖
書』（通称、42 行聖書）　3 ヨハ
ネス・グーテンベルクの肖像画

（1584 年）　4 博物館の展示スペ 
ース　5 グーテンベルクが印刷機
設計のヒントを得たエバーバッハ
修道院にあるブドウの絞り機　写
真：1 © Gutenberg-Museum, 
Mainz, Foto: D. Bachert、2・3 
© Gutenberg-Museum, Mainz、
4 © Gutenberg-Museum, Mainz、
Foto: Carsten Costard
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私の国が発祥地

NXスペイン
Nippon Express de España, S.A.

スモールパッケージサービス（航空便・船便）

スペイン海外引越

NXスペイン公式 WEB サイトも是非ご利用ください。

www.nipponexpress.com/moving/es

お問い合わせは日本語でお気軽にどうぞ。

E-mail: NEES-Removal@nipponexpress.com

［ スペイン ］

スペイン発の世界的ロングセラー商品

チュッパチャプス

23

世
界
中
で
親
し
ま
れ
て
い
る
キ
ャ

ン
デ
ィ
「
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
プ
ス
」。

ま
ん
丸
の
飴
玉
に
棒
が
さ
さ
っ
た
愛

ら
し
い
形
状
と
、
ラ
ム
ネ
や
コ
ー
ラ
、

プ
リ
ン
と
い
っ
た
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
フ
レ
ー
バ
ー
で
人
気
の
、
大

ヒ
ッ
ト
商
品
だ
。

1
9
5
0
年
代
後
半
、
バ
ル
セ

ロ
ナ
出
身
の
実
業
家
エ
ン
リ
ケ
・
ベ

ル
ナ
ト
が
、
舐
め
て
い
る
飴
玉
を
手

で
取
り
出
し
て
は
口
に
入
れ
る
子
ど

も
た
ち
を
見
て
、「
ど
う
し
た
ら
手

が
ベ
タ
ベ
タ
に
な
ら
ず
に
飴
を
食
べ

ら
れ
る
か
」
と
考
え
た
の
が
、
そ
の

誕
生
の
き
っ
か
け
だ
。
手
を
汚
さ
ず

に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
溶
か
し
た
飴

に
フ
ォ
ー
ク
を
刺
し
た
こ
と
で
、
当

時
は
革
新
的
だ
っ
た
棒
つ
き
キ
ャ
ン

デ
ィ
が
生
ま
れ
た
。

発
売
当
初
は
、
飴
玉
を
サ
ッ
カ
ー

ボ
ー
ル
に
見
立
て
て
「
ゴ
ー
ル
」
と

い
う
名
前
で
売
り
出
し
た
が
売
り
上

げ
は
伸
び
ず
、
1
9
6
0
年
に
商
品

名
を
「
チ
ャ
プ
ス
（「
舐
め
よ
う
」
の

意
）」
に
変
更
。
さ
ら
に
、
ラ
ジ
オ
Ｃ

Ｍ
曲
「
チ
ュ
ッ
パ
、
チ
ュ
ッ
パ
、
チ
ャ

プ
ス
」
が
大
流
行
し
、
1
9
6
3
年

に
は
商
品
名
を
「
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ
プ

ス
」
に
再
変
更
し
た
。
1
9
6
9
年

に
は
、
ベ
ル
ナ
ト
が
同
郷
の
芸
術
家

サ
ル
バ
ド
ル
・
ダ
リ
に
ロ
ゴ
マ
ー
ク

の
デ
ザ
イ
ン
を
依
頼
し
、
鮮
や
か
な

色
合
い
が
印
象
的
な
現
在
の
ロ
ゴ
の

原
型
が
生
ま
れ
た
。

現
在
1
0
0
種
類
以
上
の
フ
レ
ー

バ
ー
を
世
界
1
6
4
カ
国
で
販
売
。

1
9
9
5
年
に
は
ロ
シ
ア
の
宇
宙
飛

行
士
が
宇
宙
に
ま
で
チ
ュ
ッ
パ
チ
ャ

プ
ス
を
持
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
話
題

と
な
っ
た
。 

（
大
田 
朋
子
）

Spain
1 サルバドール・ダリのひらめきが生んだロゴ　2 レ
ジ横に置かれることの多いツリー型チュッパチャプス。
販促に最適　3 無糖タイプも発売中　4 鮮やかでポッ
プな包装も人気の秘訣　写真：1 © Wikimedia Com-
mons、3 © T Ota、4 © Jona than Cooper
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私の国が発祥地

Nippon Express (Italia) S.p.A.
via Londra 12  Segrate 20090 (MI)

NXNXイタリアイタリア

当社の引越しは

日本だけでは

ありません！

TEL: +39-02-21698-972
l 事務所移転もおまかせ
www.nipponexpress.com/moving/it
NEIT-MILAN.REMOVALS@nipponexpress.com

イタリア海外引越
イタリア国内、欧州内はもちろん、 

世界に広がるネットワークでお客様の海外引越をサポート

ロ
ー
マ
帝
国
時
代
か
ら
の
輝
か
し

い
歴
史
を
持
つ
イ
タ
リ
ア
。
そ
れ
故

に
イ
タ
リ
ア
が
発
祥
と
な
っ
て
い
る

物
は
多
数
あ
る
が
、
少
し
意
外
な
一

品
と
し
て
、
ジ
ー
ン
ズ
が
あ
る
。
ア

メ
リ
カ
が
発
祥
だ
と
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
実
は
こ
れ
が
生
ま
れ
た
の
は
イ

タ
リ
ア
の
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
だ
。

も
と
も
と
は
ト
リ
ノ
県
の
キ
エ
ー

テ
ィ
で
、
16
世
紀
頃
か
ら
船
の
帆
や

防
水
シ
ー
ト
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

耐
久
性
の
高
い
青
い
キ
ャ
ン
バ
ス
生

地
を
生
産
し
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の

需
要
が
他
国
で
も
高
ま
る
と
、
港
の

あ
る
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か
ら
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
同
地
で
こ
の
生
地
を

使
っ
た
服
を
作
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
ジ
ー
ン
ズ
の
街
と
し
て
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
一
般

的
に
知
ら
れ
て
い
る
「
ジ
ー
ン
ズ
（
デ

ニ
ム
パ
ン
ツ
）」
は
、
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
か

ら
こ
の
生
地
を
輸
入
し
て
い
た
「
リ
ー 

バ
イ
ス
」
の
創
始
者
、
リ
ー
バ
イ
・

ス
ト
ラ
ウ
ス
が
、
仕
立
て
人
ジ
ャ
コ

ブ
・
デ
イ
ヴ
ィ
ス
が
発
明
し
た
パ
ン

ツ
を
販
売
し
た
こ
と
に
始
ま
る
が
、

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
で
は
そ
れ
以
前
に
こ
の

生
地
を
服
に
し
て
い
た
よ
う
で
、
17

世
紀
末
の
絵
画
の
中
に
は
、
す
で
に

ジ
ー
ン
ズ
で
で
き
た
服
を
着
用
し

た
人
を
描
い
た
も
の
も
存
在
す
る
。

「
ジ
ー
ン
ズ
」
と
い
う
言
葉
の
由

来
は
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
を
意
味
す
る
中
世

フ
ラ
ン
ス
語
の
「
ジ
ェ
ネ
ス
」
だ
と

言
わ
れ
る
。
実
は
イ
タ
リ
ア
人
で
も

ジ
ー
ン
ズ
が
自
国
発
祥
だ
と
知
る
人

は
少
な
い
の
だ
が
、
そ
れ
を
知
っ
た

ら
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
の
国
の
民
と
し
て

は
さ
ぞ
誇
ら
し
く
思
う
は
ず
だ
。

 

（
田
中 

美
貴
）

［ イタリア ］

アメリカではなく、実はイタリアが発祥

ジーンズ

Italy
1 万人が知るところのジーンズは不朽の人気
アイテム　2 1650 年に描かれた絵にはジー
ンズ生地の服を着た物乞いをする女性の姿が
見られる　3 ジェノヴァの教区博物館に展示
されているジーンズ生地に描かれた絵（1583
年）　4 重要な港町としての歴史を持つジェノ
ヴァがジーンズを生んだ

4

3

2 1



H e a r t l i n e r  C l u b  •  12

私の国が発祥地

日本語対応だから安心。海外、及び国内引越、そして事務所の移転も私たちにお任せくださいたちにお任せください

NXトルコ
www.nipponexpress.com/moving/tr

Nippon Express (Istanbul) 
Global Lojistik A.S. 

Istanbul Dunya Ticaret Merkezi
A2 Block  Kat 15,  No: 444, 34149
Sevketiye Mh. Bakirkoy Istanbul Turkey
T : +90-212-465-6934（内線：15/19/20） 
E : NETR-Removal.Istanbul.Mail.Group@nipponexpress.com

シ
ン
バ
ル
発
祥
の
地
は
ト
ル
コ
だ

と
言
わ
れ
て
お
り
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル

コ
時
代
の
軍
楽
隊
が
両
手
で
打
ち
合

わ
せ
る
シ
ン
バ
ル
「
ジ
ル
」
は
、
現

在
も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
吹
奏
楽
で
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
ラ
ム
セ
ッ
ト

に
お
い
て
ビ
ー
ト
を
刻
む
役
割
を 

果
た
す
「
ハ
イ
ハ
ッ
ト
」
を
は
じ
め
、

大
小
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ン
バ
ル
が
作
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
シ
ン
プ
ル
な
楽
器
は
、
銅

を
主
成
分
と
す
る
合
金
で
で
き
て
い

る
。
ま
ず
原
料
を
高
温
で
溶
か
し
、

鋳
型
に
流
し
込
ん
で
冷
や
す
。
そ

れ
を
ロ
ー
ラ
ー
で
伸
ば
し
て
は
再
び

釜
戸
で
熱
し
、
再
度
伸
ば
す
と
い
っ

た
作
業
が
8
〜
10
回
ほ
ど
繰
り
返
さ

れ
る
。
そ
の
後
プ
レ
ス
と
カ
ッ
ト
が

行
わ
れ
、
ハ
ン
マ
リ
ン
グ
と
呼
ば
れ

る
作
業
の
後
、
サ
イ
ズ
や
用
途
に
合

わ
せ
て
表
面
が
削
ら
れ
る
。
そ
し
て

最
後
に
音
色
の
確
認
や
微
調
整
が
行

わ
れ
る
。
中
で
も
重
要
な
、
音
色
を

決
定
す
る
最
大
の
工
程
が
、
薄
く
伸

ば
さ
れ
た
金
属
板
を
ハ
ン
マ
ー
で
繰

り
返
し
打
ち
続
け
る
「
ハ
ン
マ
リ
ン

グ
」。
ト
ル
コ
で
は
現
在
で
も
手
作

業
で
行
わ
れ
る
こ
の
作
業
は
、
職
人

の
耳
と
腕
だ
け
が
頼
り
だ
。
打
ち
出

さ
れ
る
音
色
や
響
き
に
同
じ
も
の
は

一
つ
と
し
て
な
い
。

1
6
2
3
年
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ル
で
、 

ア
ル
メ
ニ
ア
人
シ
ン
バ
ル
職
人
ジ
ル

ジ
ャ
ン
一
族
が
始
め
た
シ
ン
バ
ル
作

り
。
4
0
0
年
を
経
た
現
在
も
、
そ

の
技
術
を
受
け
継
い
だ
弟
子
た
ち
が

各
々
の
ア
ト
リ
エ
で
伝
統
を
守
り
な

が
ら
製
作
を
続
け
て
お
り
、
そ
の
音

色
は
世
界
中
の
演
奏
家
た
ち
か
ら
絶

賛
さ
れ
て
い
る
。（
ト
モ
エ 

ダ
ー
ル
）

Turkey

［ トルコ ］

オスマントルコ時代から受け継がれてきた職人技

シンバル

1 削りの作業とハンマリングを行う職人　2 「イスタンブル」と書かれたロゴも誇らしげ　
3 メフテルを演奏する現代に復活した軍楽隊　4 伝統的な手法を守り続けるボスフォラス
社　 写 真：1 © İstanbul Mehmet、2 © Dima Pavlenko、3 © HALK BANK Kültür ve 
Yaşam、4 © Bosphorus Cymbals

3

12

4
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Nippon Express Portugal, S.A.

リスボン支店  TEL +351-21-842-9520  FAX +351-21-847-4973  担当 Miguel Estopa（英語可）

オポルト支店  TEL +351-22-947-9500  FAX +351-22-941-6791  担当 Maria João Fonseca（英語可）

日本語でのお問い合わせは NXスペインバルセロナ支店まで
TEL +34-93-552-2988 FAX +34-93-262-3130

南アフリカ共和国は国土の大半で気温が高いにもかか

わらず、ワイン産地のほとんどは穏やかな地中海性気候と

なっています。大西洋とインド洋から流れる冷たい海風

の恩恵を受け、また、起伏のある地形からバラエティに富

んだテロワールが生まれるなど自然条件に恵まれており、

世界で最も美しい景観を持つとも言われています。ワイ

ン造りには 360 年以上の歴史がありますが、本格的に世

界に広まったのは 1994 年のアパルトヘイト撤廃後。自

然環境だけでなく社会の保護・整備も急速に進んでおり、

フェアトレードも盛ん。伝統と革新を上手にブレンドしな

がら進化し続ける同国のワインは、今後も注目の的です。

今回ご紹介するのは、1685 年までその起源をさか

のぼる、この国のワインの歴史と共に歩んできたワイナ 

リー。西ケープ州南西部のコンスタンシア地区に居を構え、

ブドウ畑はフォールス湾を見下ろす山の花崗岩土壌を持つ

東斜面にあります。18、19 世紀には、ここで造られる甘

口ワインがナポレオンをはじめ欧州の王侯貴族などから愛

され一世を風靡しましたが、19 世紀後半、この時期に世

界中で繁殖したフィロキセラ（葡萄根油虫）によりブドウ

畑が全滅し、生産を断念。その後、買収と継承を繰り返し、

1985 年にこのワインを復活させました。貴腐（貴腐菌の

繁殖により糖分のみ残し凝縮させる）ではなく、遅摘み 

（樹上で実が縮むまで完熟させ糖度を上げる）されたブド

ウを用い、3 種類の樽で 3 年以上かけ丁寧に熟成させた結 

果仕上がるのは、甘美で夢見心地な、極上の甘口ワイン。

色合いは、落ち着いた深みのあるウォールナットを

核にして、マホガニーや銅
あかがね

が年輪を刻むようにグラデー 

ションを作ります。ドライアプリコットやオレンジピー

ルにマーマレード。ミモザのドライフラワーにジンジャー

ブレッド。挽きたてのコーヒー、そして糖蜜。海の潮風

のような塩味も感じられます。生き生きとした柑橘系の

酸味に、濃厚でとろけるような甘味。そして圧倒的なア

ルコールパワー。それらすべての要素が複雑にそして滑

らかに絡み合いながら、天空へと昇華され、無数の粒と

なり、こちらへまた降り注いできます。それはさながら

永遠に終わらない砂時計のようで、いつまでも降りやま

ず、そしてどこまでも流れていきます。

低収量ではあるものの秀逸な出来となった 2001 年も

のは、今は勿論のこと、これから 5 〜 6 年後、そしてさ

らに 5 〜 6 年後と、何度でも出逢いたいワインです。

（鈴木 かづみ）

Klein Constantia, Vin de Constance
クレイン・コンスタンシア ヴァン・ド・コンスタンス（白、極甘口）

【生産地】
南アフリカ・西ケープ州・ケー
プ半島・コンスタンシア地区

【ブドウの品種】
ミュスカ・ド・フロンティニャン 
100%

【ワインひとくちメモ】
フェアトレードとは「公平・公
正な貿易」のこと。つまり、開
発途上国の原料や製品を適正な
価格で継続的に購入すること
により、立場の弱い開発途上国
の生産者や労働者の、生活改善
と自立を目指す貿易の仕組みで
す。南アフリカは世界最大の
フェアトレードワイン生産国と
なっており、世界の売り上げの
約 3 分の 2 を占めています。

© Klein Constantia
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JOBA International London 1F Lawford House, Albert Place, Finchley, London N3 1QA U.K.

joba-uk.jolnet.comTel: +44 20 8343 4332

対象学年： 小２～高校生
実施期間： １２月２２日（日）～１２月２９日（日）
※12月２５日～２６日（小６受験コース・中３受験コース休講日）
※12月２４日～２６日（上記以外のコースの休講日）

＜開講コース＞
小2～小６ 標準コース（国語、算数）
小４～小5 受験コース（国語、算数、英語）
中１～中2 受験コース（国語、数学、英語）
小6・中3 入試直前対策（国語、数学、英語）
高校部単科コース（TOEFLリーディング、ライティング）
現地校サポート（英語個別指導）
数学個別指導

欧州生対象オンライン冬期講習会実施！
帰国枠入試、帰国生に合わせた

充実したコース設定
帰国枠入試、帰国生に合わせた

充実したコース設定

＜コース詳細および申込方法は、ホームページよりご確認ください＞

Vol.65

香りの記憶
季節の思い出とともに記憶される香りには、その時期の行事、季

節を告げる植物や旬の食べ物などが関係します。ヨーロッパの冬と

いうと、シナモンなどの体を温めるスパイスやオレンジの香りを思

い浮かべる人も少なくないでしょう。クリスマス向けのお菓子や飲

み物には、スパイスとフルーツの組み合わせがよく使われている

こともあってか、冬のギフトコーナーには必ずといっていいほど、 

クリスマスパンチやモルドワインのような香りのするフレーバー

ティーやキャンドルなどが登場します。季節を代表する香りの一つ

として認識されているのでしょう。

冬の香りを楽しむ
季節感でエッセンシャルオイルを選ぶなら、過去の記憶にある香

りを再現するという手もあります。まずはオレンジやマンダリン、

タンジェリン、ベルガモット、ユズなど、シトラス系のオイル。シ

トラス特有の明るいエネルギーに加えて、リナルールと呼ばれる成

分が鎮静効果を促します。お好みでレモンやグレープフルーツを加

えても良いでしょう。空気中の雑菌対策にも有効です。シトラスと

組み合わせるものとしてお勧めするのは、スパイス系と樹木系の 

2 グループ。スパイス系は、シナモンやジンジャー、ナツメグ、クロ 

ーブ、アニシードなどで、殺菌効果に加えて、気分の沈みや精神疲

労にも効きそうです。樹木系は、フランキンセンスや針葉樹のスプ

ルース、パイン、ヒノキなど。これらには、NK 細胞の活性化を促す 

α- ピネンという成分が多く含まれるため、自宅でも森林浴に近い

効果が得られます。

使用例と注意点
ディフューザーやバーナーをお持ち

でない場合には、お湯を入れたマグに

お好みのオイル 2 〜 3 種を合計 5 〜

6 滴落として部屋に置いておくと、香りが広がります。また、ガラ

ス製のスプレー容器に水 70％、ウオッカ 30％程度の配合でベース

を作り、100ml につきお好みのオイルを計 20 滴程度加えれば、ピ

ローミストやルームスプレーになります。単純にオレンジを食べる

だけでも、皮を剥く際にエッセンシャルオイルと同様に香りが周り

に漂って、気分がリフレッシュされるかもしれません。

エッセンシャルオイルには、肌への使用やペットに不向きなもの

も少なくなく、各種の禁忌事項があるため、取り扱いには注意が必

要です。例えば、妊婦や妊娠を予定している人は、安定した妊娠後

期に入るまでは、ネロリやプチグレンを含むシトラス系オイルの使

用が勧められています。不明な点があれば、事前に調べて安全を確

認してからお楽しみください。

季節の記憶と香り
心身共に冬を元気に過ごす健康法の一環として、 

エッセンシャルオイルを取り入れてみてはいかがでしょうか。 
心地のよい香りに加えて有効成分による健康促進効果も期待できます。

＜ Text by 徳永 ゆり子＞
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各言語での名称

●小学部５年から高等部３年まで、男女共学・全寮制
●自然に恵まれた広大なキャンパス
●徹底した少人数教育によるきめ細かい指導
●日本の教育とイギリスならではの英語教育を両立
●希望者はケンブリッジ大学での研修可
●イギリスの大学への進学も積極的にサポート
●立教大学に約半数が推薦入学、他大学推薦枠も多数

充実した異文化交流プログラム
地元Collyer's Collegeとの教育連携、Cambridge大学
研修、Oxford大学研修、UCLロンドン大学研修、年3回
のHome stay、現地校短期留学など。

急な海外赴任の場合には、編入学についていつでもご相談ください

Guildford Road, Rudgwick, West Sussex RH12 3BE
 Tel: +44(0)1403 822 107  Email: eikoku@rikkyo.uk

詳しくはHPをご覧ください。www.rikkyo.co.uk

様々な文化交流活動を通して
歴史に裏打ちされた真の国際教育を実践 立教大学推薦枠改定

2025年度入学より、
立教英国学院高等部と立教大学で定めた

推薦条件を満たした生徒は
人数の制限なく立教大学への推薦が
認められるようになります。

オンライン個別相談
随時実施中

詳細は、本校ホームページ
入学試験情報＞学校説明会情報

英国で学び、世界に羽ばたく。

【入試情報】 2025年度4月編入学 （2025年1月19日実施）若干名
 2025年度入学 （2025年1月19日実施）中学部・高等部ともに若干名
[学校説明会情報]  立教英国学院 単独学校説明会（東京） 2024年12月14日(土) 14:00～16:00 TKPガーデンシティ竹橋

朝晩めっきり肌寒くなり秋の到来を感じる頃、ヨーロッパでは夏の風物詩である

はずのスイカがマルシェやスーパーに登場する。とはいっても、赤くて甘くてジュー

シーなスイカとは別物の冬スイカ／ジジェリーヌで、呼び方は地方によってさまざ

まだ。切ってみると、赤茶色の種がぎっしりと詰まった透明感のある黄色い果肉が

現れるが、いわゆる黄色スイカとは違い加熱用で、生では食べられない。ジャムや

コンフィ、タルトなどのスイーツに使われることが多く、白い部分は冬
トウガン

瓜のように

炒め物や味噌汁の具にしても美味。収穫時期も生産地域も限られるためなかなか手

に入らないという希少価値もあってか、コアなファンも多く、根強い人気を誇る。

素朴でノスタルジックな味のジャムの作り方は至ってシンプル。皮と種を取

り除いた１キロのスイカに対して、砂糖 350 グラム*、オレンジとレモン各１個、バ

ニラビーンズ 1 本を用意する。スイカを大まかに切り分け皮と種を取り除き、短冊切

りか角切りに、同じくオレンジとレモンも種を取り除き角切りにしておく**。すべて

の材料を混ぜて１晩寝かせたら、中火で 1 時間、強火で 30 分、最後に中火で 30 分、

ときどき混ぜながら 2 時間加熱するだ

け。早ければ夏の終わりから市場に出始

め、2 月頃まで楽しめる冬スイカを、ぜ

ひ冬野菜を使った料理のレパートリーに

加えていただきたい。 （兒玉 ゆきこ）

＊  果肉の量に対して 25 〜 50％の割合で好
みにより加減する。

＊＊ 柑橘の皮の苦みを抑えたい場合は白皮を
取り除く。

Citron Melon
【 冬スイカ／ジジェリーヌ 】

イタリア語	 melone tsamma

オランダ語	 winterwatermeloen

スペイン語	 albudeca

チェコ語	 zimní meloun

トルコ語	 kış karpuzu

ドイツ語	 winterwassermelone

ハンガリー語	 viasztök

フランス語	 gigérine

ポーランド語	 melon zimowy

ポルトガル語	 cabaça de cera melancia

調理法

古代種の野菜、冬スイカは期間限定で販売される。ぎっしり詰まった種を取り除くのが一番の難関

ビタミン C、ミネラル、ペクチンを豊富に含む、フランスの家庭の味
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	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)20-8737-4200
	 マンチェスター	••••••• (0)161-436-7500
	 ニューカッスル	••••••• (0)191-519-7950
	 イーストミッドランド
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)1332-850-770
■	イタリア（+39）
	 ミラノ	•••••••••••••••••••••••••02-21698-972
■	オランダ（+31）
	 アムステルダム	••••••• (0)20-5005200

■	スイス（+41）
	 チューリッヒ	•••••••••••• (0)44-836-9966
	 ジュネーブ	•••••••••••••••• (0)22-929-0310
■	ドイツ（+49）
	 デュッセルドルフ	•••(0)211-90495-0
	 フランクフルト	&シュトゥットガルト
	 	•••••••••••••••••••••••••••••••••••••• (0)69-68974-584
	 ハンブルグ	•••••••••••••••• (0)40-73112-194
	 ミュンヘン	•••••••••••••••• (0)89-37426-353
■	オーストリア（+43）
	 ウィーン	••••••••••••••••••••• (0)1-7007-35417

■	フランス（+33）
	 パリ	••••••••••••••••••••••••••••• (0)1-4184-6350
■	ベルギー（+32）	/	ルクセンブルグ
	 ブリュッセル	•••••••••••• (0)2-7517814/5
■	スペイン（+34）
	 マドリッド	••••••••••••••••91-748-0862
	 バルセロナ	••••••••••••••••93-552-2986
■	ポルトガル（+351）
	 リスボン	•••••••••••••••••••••21-842-9520
■	ハンガリー（+36）
	 ブタペスト	•••••••••••••••• (0)29-553-807

■	チェコ（+420）
	 プラハ	•••••••••••••••••••••••••255-707-491
■	ポーランド（+48）
	 ワルシャワ	•••••••••••••••• (0)22-878-3208
■	トルコ（+90）
	 イスタンブール	••••••• (0)212-465-6934
■	アラブ首長国連邦（+971）
	 ドバイ	••••••••••••••••••••••••• (0)4-282-0417

引越のご用命は次の事務所へどうぞ

忙しいご帰国前こそ、NXグループに
お任せください
帰国前のご多忙な時でも、慌てる必要はありません。NXグループは、梱包から
お引越先でのお荷物搬入までお客様に代わって作業いたします。

日本での引越も
NXグループがお世話致します
ヨーロッパから日本に着いたお荷物は、日本のNXグループの引越専任スタッフ
が責任を持って配達いたします。
東京、名古屋、大阪（神戸）、福岡の各支店から日本全土にお届けします。

日本人スタッフの立会いで安心度満点
引越では作業完了まで必ず日本人スタッフが立会い、梱包状況を確認するなど
作業を指揮いたします。

目的に応じた梱包資材をご用意
衣類用のハンガーカートン、ゴルフカートン、ワイン用カートンをご用意しています。 
それぞれに最も適した梱包資材で運ぶことによって、お荷物をいたわります。

各国内引越・欧州内引越も承ります
海外引越だけではなく、各国内引越、欧州内引越、家財保管もご安心してお任
せください。

きめ細かなサービスが自慢です
日本のご実家にお荷物を残して赴任されていた場合、帰国後の日本での引越に
先立ちNXグループがご実家へ下見に参ります。引越の際はご実家からのお荷物
と海外から送られてきたお荷物が同日に着くようにも手配いたします。

私
と
家
族
の
大
切
な
荷
物
だ
か
ら
、実
績
の
あ
る
日
本
通
運
に
頼
み
た
い
。

丁
寧
に
、真
心
込
め
て
。

お
客
様
第
一
の
日
本
通
運
で
す
。


